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　　　　Birmingham　Libraries　Co－operative　Mechanisation　Project　（BLCIVIP）　involves　three　library

systems，　the　Libraries　of　the　Universities　of　Aston　and　Birmingham，　and　the　Birmingham　Public

Libraries．　The　overall　aim　of　BLCMP　has　been　to　design　and　develop　a　system　which　utilises

centrally　produced　miachine　readable　bibliographic　records　in　the　MARC　format　in　local　situation，

and　to　assess　the　practicability　of　a　regional　data’　bank，　which　is　accessible　to　a　number　of　li－

braries，　using　these　records　together　with　records　produced　locally．　The　advantages　of　co－opera－

tion　were　taken　to　arise　not　only　froM　the　vastly　increased　service　potential　that　can　be　provided

but　also　the　greater　economy　resulted　from　the　pooling　of　resources．　The　participating　libraries

are　representatives　of　the　different　types　of　libraries，　and　therefore　the　expeience　and　expertise

gained　in　this　particular　exercise　in　generating　and　utilising　a　verY　large　data　base　of　MARC

formatted　bibliographic　records　should　be　of　considerable　significance　to　future　developmients　along

the　saMe　lines．　Co－operation　also　implies　standardisation，　and　a　great　deal　of　effort　has　been

committed　by’@the　three　participating　libraries　to　achieve　this．　The　eValuation　of　MARC　for　co－

operative　use，　the　definition　of　cataloguing　practices　and　filing　rules，　a　common　costing　approach，

the　application　of　the　MARC　format　to　the　serials　date　base，　and　the　definition　of　a　common

processing　system　to　generate　and　maintain　a　machine　readable　union　catalogue，　all　have　involved

regular　participation　and　effort　from　members　of　staff　of　the　three　libraries．　BLCMP　therefore

has　not　only　been　an　exercise　in　the　application　of　MARC　but　also　a　major　exercise　in　library

co－operation．　The　first　part　of　the　aim　has　been　achieved　to　date　and　the　development　and　im－

plementation　of　the　monographs　and　serials　cataloguing　system　which　untilises　centrally　and

locally　produced　bibliographic　data　in　MARC　format　has　been　completed．　A　union　catalogue　data

base　of　the　holdings　of　the　three　participating　libraries　was　established　in　January　1972　and　the
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data　base　now　provides　the　products　and　services　to　the　member　libraries　cost　effectively．　The

project　is　now　concentrating　on　the　second　aspect　of　the　orjginal　aim，　which　is　the　extension　of

the　use　of　the　union　catalogue　data　base　to　other　libraries　in　the　West　Midlands　region．

　　The　author　had　an　opportunity　to　visit　the　three　participating　libraries　and　discuss　about

the　project　with　BLCMP　staff　in　December　1973．　The　present　article　attempts　to　describe　the

outlines　of　the　project　based　on　the　talks　she　had　with　the　project　staff　as　well　as　documentary

sources．
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はじめに

　バーミンガム図書館協同機械化プロジェクト（Bir・

mingham　Libraries　Co－operative　Mechanisation　Pro－

ject：BLCMP）の全体的な目的は，中央で集中的に作ら

れたMARCフォーマットによる機械可読形式の書誌的

記録を利用して，特定の地域の条件に適したシステムを

開発し，さらにこの記録のほかにその地域で生産される

情報も加えて地域的なデータバンクを確立し，多数の図

書館がこれを利用することの可能性を評価することであ

る。プロジェクトには，3つの図書館システムが参加し

ている。すなわち，バーミンガム大学図書館，アストン

大学図書館ならびにバーミンガム公共図書館である。こ

れらメンバー図書館の目録は，British　National　Biblio－

graphy（BNB）が作成し或いは編集するBNB／MARC

およびLC（Library　of　Congress）／MARCの磁気テー

プを利用し，またこれらの磁気テーブビ含まれていない

資料については，各自が書誌的記録を作成して入力する

ことによって作られるデータ・ベースを基盤として，こ

こから各図書館の必要条件に即して作成されている。現

在はプロジェクトの目的の前半が達成された段階で，本

年からはサービスの対象をWest　Midlands地域1）の他

の図書館にまで拡大している。またBritish　Libraryの

書誌的活動の基盤をなす全国的データ・ベースのひとつ

の核として，このプロジェクトを発展させてゆく計画が

たてられている。

　図書館相互協力の利点は，機械化により種々の新しい

サービスの可能性が著しく増大するととともに，いろい

ろな面での標準化が促進されることにあるが，さらに情

報資源をプールすることによって経済的にも大きな結果

を生じることにもある。このプロジェクトに参加してい

．る図書館は，イギリスにおける大規模な研究教育図書館，

学生数も比較的少ない中規模の大学図書館および大都市

の公共図書館と，いずれもそれぞれのタイプの図書館を、

代表するものと見倣される。圏したがって，このプロジェ

クトからえられた経験と専門的知識・技術とは，他の図

書館・情報センターにおいてMARCフォーマットによ

る書誌的記録の大型データ・ベースの設置や利用につい

て，同様な線にそった開発がおこなわれる場合に，少な

からぬ意味をもつと考えられる。同時に，図書館間の協

力のあり方，機械化のひとつの方向を示すと思われる。

　筆者は1973年11月から12月にかけて，イギリス

の図書館・情報活動を視察したが，このプロジェクトに

ついてもメンバー図書館を訪問し，またプロジェクト・

チームと懇談する機会をえたので，本稿においてはこの

プロジェクトの概要を紹介する。
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1．プロジェクトの背景

A．バーミンガム市とその周辺地区の図書館

　1．バーミンガム公共図書館（Birmingham　Public

　　　Libraries：　BPL）

　バーミンガム公共図書館は市の中心部にあり，35の支

部図書館を持っている。1970年夏に新しい建物が完成し

移転をおこなったばかりである。BPLの閲覧貸出しサ

ービスの対象となる人口は約150万人であり，レファレ

ンス図書館としての潜在利用者数は約300万人と推定さ

れている。

　本館はReference　Library，　Centra1：Lending　Library，

Central’　Childrens’　Library　and　Visual　Aids　Depart－

ment，　Music　Libraryからなっている。　Reference

Libraryは約85万冊の図書資料のほか地図，プリン

ト類やマイクロ形式による資料を所蔵し，国連出定物の

ディポジトリーでもある。閲覧座席数は約1200席で，

公共図書館であると同時に研究図書館としての機能もも

ち，高度に専門的な情報サービスを提供している。組織

上から8つの主題部門一芸術，歴史と地誌，言語と文

学，地域研究，哲学と宗教，クィック・レファレンスと

商業情報，科学技術，社会科学にわかれていて，それぞ

れの部門に1名つつ専門家が配置されている。言語と文

学部門には約11万冊の図書と130タイトルのカレント

な雑誌があり，とくに初期の印刷本や特殊な製本，個人

印刷本の収集に重点をおいている。クイック・レファレ

ンスと商業情報部門は，産業・商業の中心地としてのバ

ーミンガム市の活動を反映し商業産業に関する専門的な

情報サーービスを活発におこなっている。この部門には約

5000点の図書と500タイトルの現行雑誌のほか世界各

国の商業貿易に関する資料を収集している。科学技術部

門は10万点の図書と約1000タイトルの現行雑誌をも

ち，また1865年以降のイギリスの特許文献はすべて所

蔵しアメリカのものについても過去50年分は網羅して

いる。このほか世界の主要国の規格規準を収集してい

る。このほかシェークスピアの生誕地に近い関係から，

Shakespear　Libraryがあり約4万冊の図書をはじめと

して写真や劇場のプログラムに至るまで収集しており，

イギリスにおける最も大きなコレクションのひとつであ

る。

　Lending　Libraryの蔵書は11万冊の図書のほか演劇

に関する特別コレクションと外国語の図書の収集に重点

をおいている。支部図書館のなかには2000冊程度の蔵

書しかもたない小規模なものもあるが，Book　Exchange

Serviceによって本館をはじめとする公共図書館システ

ム中のすべて図書館の間で蔵書を相互に利用する仕組み

が確立していて，システム全体としての蔵書は約100万

冊の規模に上る。

　Reference　Libraryの目録は従来からも種々の形式で

f乍られてきたが，1963年以降については著者名目録と辞

書体目録である。Lending　Libraryではシステム中の

すべての所蔵について簡単な総合目録を作っている。

Reference　LibraryにはWest　Midlands　Regional

LibraryBureau（WMRLB：ウエスト・ミッドランド地

域図書館局）の本部がおかれているが，これにより同地

区の地域総合目録もここにおかれている。先にもふれた

ように，イギリスでは図書館相互貸借の目的のために全

国を9つの地区に分けている。それぞれの地区にはRe－

gional　Library　Bureauが設置され，また地域総合目

録を作成・維持しているが，これらの地区をまとめた全

国的総合目録は，ロンドンのNational　Central　Library

（NCL）におかれ相互貸借の全国的総もとじめとしての活

動をおこってきた。このNCLは現在はBritish　Library

Lending　Divisionとしてロンドンからヨーク州のBos－

ton　Spaに移り，新たな組織の下で活動を継続している。

　2．バーミンガム大学図書館（Birmingham　Univer－

　　sity　Library：　BUL）

　バーミンガム大学は，バーミンガム市の中心から少し

はなれた所にあり学生数約7，500名，教官数年1000名

の大学である。学部は理工，芸術，法律，医学ならびに

社会科学の5学部から構成されるが，このほかにいくつ

かの特殊センターや研究機関があり，その中には西アフ

リカ研究所，ソ連および東ヨーロッパ研究センタ・一，工

業生産，地方行政体に関するものなどがある。

　バーミンガム大学図書館は，本館，Barnes医学図書

館，Harding法学図書館とさらにいくつかの下部図書

館から構成されているが，人事，資料の収集，整理を含

む管理運営は，すべて図書館長のもとで陸奥的におこな

われている。蔵書総数は90万冊をこえ現行雑誌は約

6000，タイトルである。図書館職員数は110名であるが，

ちなみにこの図書館はイギリスにおいて最も効率よく運

営されている図書館，すなわち職員数に対しておこなっ

ている仕事量の多い図書館として常に筆頭に上げられて

いる。本館の目録は大学全体の所蔵を反映し，著者名目

録と分類目録があるが，このほか単行書のアルファアベ

ット順主題目録と遂次刊行物ならびに政府刊行物の目録
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がある。

　3．　アストン大学図書館（Aston　UniversityLibrary：

　　　AUL）

　この大学はバーミンガム市の中心近くにあるが，もと

もと工業高等学校であったものが後に工業専門学校

（College　of　Advanced　Technology）になりさらに工科

大学に発展したものである。現在の学生数は約3，600名

で教官数は約450名程度であり，理学，工学，社会科学

の3学部からなる小規模な大学である。図書館の蔵書は

約16万冊で職員数は38名である。本館のほかに道路

をへだてたキャンパスに社会科学と電気工学の下部図書

館があるが，数年後に予定されている新しい図書館が建

築された時点では，すべて一か所に統合されることにな

っている。図書館蔵書の総合目録は本館にあり，著者

名，書名目録と分i類目録から成っている。

　4．その他の図書館

　バーミンガム市には60以上の図書館や情報サービス

を行なう機関2）があるが，これらの大部分は比較的小規

模でかつ高度に専門化した産業関係の蔵書を有し，単行

書というよりは報告書や定期刊行物が主体となってい

る。またImperial　Metal　Industriesのように非鉄金

属に関する図書800冊，パンフレット2万点，報告書類

5000点，現行雑誌700タイトルを所蔵する比較的大き

な図書館もある。これらの図書館のうちいくつかはW

MRLBを通じて資料の貸出しをおこなっている。

　また小規模の研究・教育図書館もいくつかある。バー

ミンガム大学の教育学部図書館（School　of　Education

Library）はバーミンガム大学図書館の一一部ではなく，

別個に管理・運営されている。しかし相互に密接な連絡

が保たれていて大学のスタッフや学生をはじめバーミン

ガム地区の教官や教員養成大学の関係者に図書館サービ

スをおこなっている。また25の教育機関図書館の所蔵

目録を保持しているばかりでなく，WMRLBならびに

British　Library　Lending　Division　と協力をおこなっ

ている。

　工業専門学校や教育専門学校のような大学以外の教育

機関の図書館は大部分がバーミンガム教育局の管括下に

ある。このなかでも最大のものはバーミンガム・ポリテ

クニック（City　of　Birmingham　Polytechnic）であり，

蔵書は10万冊をこえ雑誌は約1200タイトルで，5つ

のセンターに分置されている。また教員養成大学の図書

館は蔵書数31，000で雑誌は150タイトルである。両図

書館ともにWMRLBを通じて相互貸借活動に参画面て

いる。Selly　Oak　Collegeの図書館は蔵書数6万冊とそ

の規模は小さいが，神学に関する研究資料として著名な

コレクションであり，WMRLBならびにBritish　Li－

brary　Lending』Divisionに対して資料の貸出しをおこ

なっている。

B．機械化以外の相互協力

　1・　資料の収集

　先述のようにイギリスは9つの図書館’地区に分割され

ているが，このシステムを利用して図書館資料の収集の

調整をはかるために，1959年から全国的な協同収集がお

こなわれてきている。すなわち，それぞれの地区にデュ

ーイ十進分類法のクラスをひとつづつわり当て，各地区

内の図書館は協力してBzVBに収録されている該当クラ

’スの資料をもれなく集めるよう協力をしている。各地区

ごとの調整はもちろんそれぞれの地域図書館局（Re－

9ional　Library　Bureau）の責任である。

　．ミ　一一ミンガムが含まれるWest　Midlands地区にはデ

ゴーイ十進分類体系の500（科学）がわり当てられてい

る。過去数年間にわたって，バーミンガム公共図書館，

バーミンガム大学，アストン大学，教員養成大学および

工芸学校の各図書館の代表からなる小規模の委員会が設

置されていて，この協同収書計画に関連する問題を検討

するために年に数回の会合を開いている。とくにいずれ

の図書館で新規の雑誌を購入すべきであるか，またきわ

めて高価な資料の場合はどうすべきであるか，等の問題

に関する決定がこの委員会でおこなわれる。さらに，メ

ンバーの大学のなかで新しい学科が開設されることにな

り，それにともなって従来は対象とならなかった主題分

野のコレクションを創り上げていかなくてはならないと

いうような大きな問題について検討する場でもある。こ

の協同収書計画で中心的な役割を果しているのは，やは

りバーミンガム大学図書館，バーミンガム公共図書館と

アス’トン大学図書館である。

　2・　図書館の利用

　バーミンガム公共図書館は，その性格から一般市民に

対するサービスを第一としているが，他方バーミンガム

大学ならびにアストン大学の図書館はいずれも各大学の

関係者に奉仕することを原則としている。しかしながら

両大学図書館とも，公共図書館に資料がない場合には閲

覧を許可しているし，バーミンガム大学では図書館委員

会の承認をえて貸出しもおこなっている。また，他大学

の学部学生が休暇中に図書館を利用することは両大学と

も認めている。例えば西アフ・リカの歴史を専攻している
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WarWh・ick大学の学生が，12名までを限度としてバーミ

ンガム大学図書館の西アフリカに関するコレクションの

利用を許可されだこともある。このコレクションは，．イ

ギリスにおける西アフリカに関する資料のなかでも強力

なもののひとつと見倣されている。

　Birmingham　Medical　Instituteは，開業医ならびに

開業歯科医のための会員制による図書館をもっている

が，この資料の中で歴史的な主題を扱った資料のコレク

ションをバーミンガム大学のBarnes　Medical　Library

に寄託している。同時に医師会の会員はバーミンガム大

学の医学図書館の資料を閲覧し貸出しできるととになっ

ている。イギリスでは最近，教育学十（Bachelor　of

Education）の学位制度が設けられたが，これにともな

ってバーミンガム地域内の教員養成大学の教官で学位修

得のための教育に従事している者が，バーミンガム大学

図書館の資料を閲覧し，またある種の資料については借

り出すことが許可されている。しかしごの大学の学生は

直接利川を許されておらず，その利用は相互貸借に依存

する。

　3・相互貸借

　バーミンガム公共図書館，バーミンガム大学図書館お

よびアストン大学図書館は，いずれも全国的な図書館相

互貸借システムと，West　Midlands地区相互貸借計画

に参加している。教員養成大学の学生は所属大学の図書

館を通じて相互貸借によりバーミンガム大学から資料を

かりることができる。同様に，West　Midlands地区内

にあるWarwick大学やEssex大学の教職員ならびに

学生も，図書館を通じて資料の貸出しをうけることがで

きるd卜

　4．¶職員の交流

　小規模ではあるが，バーミンガム公共図書館とバーミ

ンガム大学図書館との間に職員の交流がおこなわれてい

る。これによりそれぞれの図書館が当面する問題点につ

いての相互の理解が深まり，またそれぞれの資料や実際

の手順方法についての幅広い知識がえられるようになっ

たといわれる。とくに中堅層の職員が個人的な交渉をも

つことにより昇進の道が開かれる機会を促進する結果に

もなっている。また後で述べる機械化プロジェクトは，

関係3図書館の職員の接触をより深めるという点でも大

きな役割を果したと評価されている。プロジェクトの関

係者は，委員会，作業部会やその他の種々の機会を通じ

て他面の職員に接することになり，しかも通常とは多少

異なった状況の下で接触をもつことにより，プロジェク

トに直接関連する面のみならずその他の多くの点におい

てもコミュニケーションを深めより密接な人間関係を樹

立することができたとしている。

　BPL，　BULやAULの館長は，機械化プロジェクト
に関連した会合ばかり』 ﾅなく，定期的に地域図書館局の

会合に出席し，その他の図書館の館長と接する機会をも

つようにはかっている。

II．プロジェクトの経緯

　1966年にHagueで開催されたIFLAの会議で，ア

メリカ議会図書館長がMARC　IIプロジェクトについ

て説明し，アメリカ国内の図書館のみならず世界巾の図

書館がこれを利用することの可能性を指摘した。これに

ついてのヨーロッパ諸国の反応は，システムの開発・管

理維持に要する経費の点からみても，個々の図書館が単

独でシステムの開発を考慮：することは恐らくないであろ

うということであった。むしろ，いくつかの図書館が集

って協力してプロジェクト・チームを組み，経費の一部

分だけでも国家的財源から支払われるようにする形が好

ましいのではないかと考えられた。そこでBUL，　BPL

およびAULが話合い，これら3図書館に関連する機械

化計画の開発のために協同でプロジェクトを推進するこ

とに決定した。その目的として，当初はBNBおよびLC

で作られるMARCフォーマットによる機械可続形式の

書誌的記録をこのプロジュクトの地域的状況に応じて利

用したシステムを設計・開発し，またこれらの既成の記

録にプロジェク伽トにおいて新たに生産された記録を加え

て地域的データバンクを作り，さらに多くの図書館の利

用に供することの可能性，実用性も評価するという点で

合意に達した。プロジェクトは“バーミンガム図書館協

同機械化プロジェクト”と名づけられ，メンバー図書館

であるBULとAULはイギリス教育科学者（Dept．　of

Education　and　Science）のなかの科学技術情報局（Of－

fice　of　Scientific　and　Technical　lnformation：　OSTI）

に対して，小規模な開発チームの人件費を含む助成金の

申請をおこなった。第1回の助成金は1969年1月から

1970年8月までの期間に対して出され，・さらに1970年

9月から1972年8月までの期間について更新された。

しかしOSTIからの助成金ですべての経費がまかなわれ

たのではなく，メンバー図書館で職員の人件費，施設・

設備に関連する経費を負担している。この期間中のプロ

ジェクト経費の内訳は第1表の通りである。

一一一@215　一



バーミンガム図書館協同機械化プロジェクト（BLCMP）

　　　　第1表プロジェクト経費

第1期1969年1月1日～1970年8月31日

OSTI
アストン大学

バーミンガム大学

バーミンガム公共図書館

　　　　　　合　計

　第2期

金額（£）

5，　500

2，　600

7，　800

4，　200

　　　　　　£　20，　100

1970年9月1日～1972年8月31日

負担割合（％）

　　27

　　13

　　39

　　21

　100％

　　　　　　　　　　　　金額（£）負担割合（％）

OSTI　17，　500　45
アストン大学　　　　　　4，000　　　　10

バーミンガム大学　　　　14，000　　　　36

バーミンガム公共図書館　3，500　　　　　9

合計　£39，000

III．　BLCMPの図書館システム

100　％

　いかなるタイプの図書館がどのような形で参画しよう

とも，また図書館の活動のいかなる面における協力にお

いてもメンバー館が共通の規準にそって作業をする，．す

なわち標準化の問題をぬきにして機械化プロジェクトは

考えられない。このプロジェクトにおいても，メンバー

図書館がこの点に関して多大の努力をはらっていること

は，大いに注目すべきである。協同利用のためのMAR

Cの評価，目録作成作業の実際とファイリング規則の規

定，共通の経費調査，逐次刊行物のデータ・ベースに対

するMARCフォーマットの適用，機械可読形式のユニ

オン・カタログを作成し維持するための各館共通の処理

システムの規定などは，いずれも参加図書館の職員のな

かから選ばれたプロジェクト・スタッフが定期的に会合

を開いて検討を重ねるとともに，それを裏づける全職員

の協力と多大の努力がなければできないことである。こ

の意味でBLCMPは，　MARCレコードの利用の可能性

をさぐるプロジェクトであると同時に，図書館協力のあ

り方を示すひとつの実例でもあるといえよう。

　BLCMの現在までの実績は，参加図書館でMARCに

基盤をおいた協同目録システムを実施するために必要な

開発作業と，その結果をマシン・システムに変換する作

業とに大別できる。

A．目録規則

　中央処理機関で集中的に作成された目録レコードを利

用することは，図書館にとってはこの機関でおこなって

いる目録作成作業の規準に自館の作業の実際を合わせる

ことである。BNBでは1967年に出された英米目録規

則（AACR）をすでに採用してきており，このジェクト

を契機としてメンバー図書館はそれぞれの目録作業の実

際の再検討をおこなった。この結果，単行書の目録作成

については殆んどすべての面についてAACRに準拠す

るとの決定が1969年になされた。これにともない，ア

ストン大学図書館ならびに公共図書館参考部門では，直

ちに現行の目録をこの規則にしたがって変換することが

可能であった。しかしバーミンガム大学図書館は変換の

対象となる蔵書数が余りにも多いために，実行はおぼつ

かない状態であった。そこで1971年末をもってその時

点までの目録をとじ，1972年からあらたに受入れた資料

について・4・4CRにより新しい目録を作成することに決

定した。この新しい目録の開始と同時に，従来からのカ

ード形式のものからCOMによるマイクロフィルムの目

録に切りかえをおこなった。

B．　ファイリング

　図書館の目録編成のために従来から使用されているフ

ァイリング規則は，いずれもマシン・ファイリングの目

的には適していないことが明らかになった。そこでプロ

ジェクトの初期の段階で新しいコードを作成する決定が

なされた。これにともなって，イギリス規格協会（Bri－

tish　Standards　Institute），　BNBならびにアメリカ図

書館協会のコードの綿密な検討をもとに，BNBや，イ

ギリス図書館協会目録および索引グループのコンピュー

ターによるアルファベット順ファイリング規則に関する

作業部会（Library　Association．　Cataloguing　and　In－

dexing　Group．　Working　Party　on　Rules　for　Alpha－

betic　Filing　by　Computer）と密接な連絡を保って意

見を交換，また指導・助言を求めた。このよのな調査研

究の結果，1970年にコードの草案ができ上り，1971年

にはBLCMPファイリング・コード3）が完成した。コ

ードは2部にわかれて出版されているがPart　Aは一般

ならびにマニュアル篇であり，Part　Bは機械篇である。

C．調　　査

　MARC　レコードが収書の処理を容易にするものとし

てどれだけ役に立ちうるかを評価するために，メンバー

図書館の収書状況に関する情報収集の必要性が，プロジ

ェクトの準備段階の初期に認識された。そこでプロジェ

クトの第一段階において2つの調査が実施された。ひと

つはメンバー図書館でうけ入れる通常の単行書について

1969年に6か月にわたっておこなったルート・カード

調査であり，他はBNB／MARCに含まれるレコードの
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新しさに関する調査である。4）

　ルート・カード方式による受入状況の調査の結果とし

て，収集した資料の年月日，出版された国，本文の言語，

および選書・発注・受入れ・目録作成の各作業に要する

時間に関してかなり詳細な情報が集められた。またMA

RCレコードの新しさについては，資料が出版されてか

らBNBで受け入れ，　MARCに収録されるまでの間の

時間的な遅れに関するデータを集めることができた。こ

のふたつの調査により，BNBとLCのMARCの3年
分のファイルによってメンバー図書館の単行書の収書を

すべて合せたものの60パーセントをおさえることがで

きることが明らかになった。もちろんこれは平均値であ

り，個々の図書館についてはかなりの開きがみられる。

すなわちバーミンガム大学は35パーセント以下である

のに対して，公共図書館参考部門では85パーセントと

いう数字がでている。LC／MARC　レコードが英仏語以

外の出版物も含むようになれば，例えばロシア語，ドイ

ツ語等の言語による出版物の収書率が高いバーミンガム

大学図書館のような場合も，収録程度はさらに高くなる

ことが指摘さ瓦ている。MARCレコードがどれだけ利

用できるかという点については，1969年10－11月現在

においてはBNB／MARCは比較的サービスが遅いにも

かかわらず，MARCレコードを利用することによって

メンバー図書館の目録作成作業はかなり迅速化されると

いう結論に達して）・る。同時に，イギリス国内で出版さ

れる単行書の選書と発注の分野での利用を最大限に効果

的にするためには，MARCレコードの時問的ずれを少

くし，より新しくすることが必要である点も指摘されて

いる。その後のBNBでの調査では，収書の方法ならび

に内部での処理システムに改良が加えられ，時間的ずれ

は大幅に改善されたと報告されている。5）前記調査の結

果は，MARCレコードを利用した目録システムの実施

を計画するに当って，ひとつの指針を与えるものとして

注目すべき点を多く含んでいる。

D．経　　費

　OSTIに対して2度目の助成金申請をおこなった際

に，OSTIはこれを認めるかわりに1年以内に現行のマ

ニュアルによる目録作成システムの原価計算調査をおこ

なうことという条件を付した。さらにその第一歩とし

て，実際の調査の開始に先立ち，調査の方法論をOSTI

が認定するという過程があった。コンピューターによる

システムの計画実施に当っては，機械化システムの経費

を比較する根拠として現行のマニュアル・システムの経

費を算出することは重要である。さらに，機械化システム

とマニュアル・システムのそれぞれの経費を対比させる

ばかりでなく，この数字をより大きな見地から検討する

ために，すべての範囲にわたる図書館活動全体の利益や

相互作用の経費を算出し評価するという，より大きな問

題ととりくむような経費調査の方法論が選ばれている。

すなわち，マネージメント・トゥールとしての図書館シ

ステムのモデル或いはパッケージを開発する意図で長期

を見通した方法論がたてられた。OSTIの目前の必要条

件のためにも，このモデルの基盤としてまず図書館シス

テムの定義がおこなわれ，同時にメンバー図書館に関す

る直接経費，間接経費等のデータを集める目的のために

一連の規準が設定された。モデルを使うことの意義は，

マニュアル・システムと機械化システムを広い意味で比

較することができると同時に，もっと厳密にはこのモデ

ルを応用して図書館活動の特定の過程を操作したり，そ

れにつづく変更の成果を図書館システム全体として評価

できることにある。さらに，このようなモデルは種々の

異なった図書館システムを比較評価するためにも使用す

ることができる。このために，図書館システムの定義を

普遍化し，また各種の異なったレベルのモジュールを基

盤とすることにより，単独でもまた他との関連において

も考慮できるようにしている。この方法論はOSTIに

承認され，経費調査はこのような骨組みの中で実施され，

メンバー図書館の目録作成システムに関する詳細な検討

がおこなわれた。6）

E．MARCフォーマット

　1・逐次刊行物

　プロジェクトの初期の段階における逐次刊行物に関す

る作業の主要な部分は，逐次刊行物に対するMARCフ

ォーマットの開発であり，この作業はLoughborough

・工科大学との密接な協力のもとにおこなわれた。最終的

にまとまったフォーマットは，1969年にLCから発表

されたworking　document7）で提案されているものと

大幅な互換性をもったフォーマットであり，1970年に

MASSフォーマットとして出版されたが，ここではコ

ンピューター・ファイルのフォーマット，データ・エレ

メントについて記述し，また逐次刊行物システムの目的

をも明らかにしている。8）このフォーマットを基盤と

し，これに現存する逐次刊行物レコードの変換等の実際

の経験を通してえられた提案，変更や，LCとの意見の

交換等によって手直しをおこない，さらにISBDS（Inter－

national　Standard　Bibliographic　Description　for

一一一
@217　一一一



バーミンガム図書館協同機械化プロジェクト（BLCMP）

Serials：国際標準書誌記述：逐次刊行物）やISDS（lnter－

national　Serials　Data　System：国際逐次刊行物データ

システム）の設立などの世界的動向を考慮に入れて改

訂，修正を加え現行のフォーマットを決定した。9）この

マニュアルはイギリス国内のみならず外国にもかなり広

範囲にわたって読まれており，逐次刊行物のコンピュー

ター・システム開発のためのひとつのモデルと考えられ

る。もちろんこのフォーマットをそのまま採用している

場合は現在までの時点ではないが，ISDS関にするイギ

リス国内のBNBとINSPEC（lnternational　Informa－

tion　Services　for　the　Physics　and　Engineerjng　Com－

In・unities），の会合でもとり上げられ検討の対象になって

いる。またSCONUL（Staning　Conference　on　Natio－

nal　and　University　Libraries：国立図書館・大学図書

館会議）ならびに国立図書館のADP調査10）でもとりあ

げられ，ここで提案されている逐次刊行物ユニオン・カ

タログのサブセットに関する勧告はこれに基礎をおいて

いる。

　メンバー図書館の逐次刊行物データをこのフォーマッ

トに準拠して変換する作業は，1971年2月から開始さ

れ，1973年12月現在で約2万件が終了している。最も

作業量の多い部分は既存の所蔵に関連するものであるこ

とはもちろんであるが，新しいタイトルも加えて約3万

タイトルがデータ・ベースに含まれることになると推定

されている。このタイトル数からみても，また柔軟性を

もったフォーマットであることからも，このデータ・べt一一一・一

スがBritish　Libraryで作成を検討している逐次刊行物

ユニオン・カタログに対して，少なからぬ貢献をすると

考えられている。すでにU　nl　versit　y　of　Newcastleは

逐次刊行物ファイルのコピーを購入して当大学のシステ

ムに使用する可能性を検討中であり，またGlasgow

University，ダブリ、ンの・Trinity　CollegeやLondon

Universityの図書館でも積極的に購入を考慮している、

また，スラブ語の逐次刊行物コレクションを所有する主

要な図書館に対して，このフォーマットを使用し協力し

てユニオン・カタログを作成するよびかけがおこなわれ

たが，これは現在までの段階では具体的な動きはみられ

，ない。しかしBLCMPのデータ・べt一・・一一スをこのような

各種の特殊リストの編集作成のための基礎として使用す

る可能性は充分考えられる。

　2．　単．行一書

　フ．ロジェクトのメンバー図書館の必要条件が，全国書

誌として要求される条件と多少とも異なっていることは

当然である。したがってBNB／LCで開発されたMARC

フォーマットを詳細にわたって検討することが，プロジ

tクトの前半の目的すなわちMARCフ疑一マットによ

り地域的な目録データを作成するという作業に先立って

必要であった。この検討は約6か月にわたっておこなわ

れた。ここで決定された事項のひとつは，一般的なMA

RCレコードの中にはローカルな情幸艮，例えば特定の図

書館で使用している分類体系，受入番号，各図書館に個

有な注記などを含むことができるようにタグが構成され

ているが，しかしプロジェクトの参加図書館のそれぞれ

について詳細にわたるレコードをもりこむと余りにも大

きくなり，単…のレコード構造では扱いにくいというこ

とであった。この結果，メンバー図書館のそれぞれに固

有なm一点ル・データに対しては，個々の図書館でサブ

レコードを作り，lMARC．レコードと関連付けておくこ

とが決定された。このローカル・レコードももちろん，

主記入，表題の記述，出版事項，対照事項，シリーズ・

ノート等の一般目録記述を含むMARCレコードと同じ

コントロール・ナンバーをもってはいるが，それぞれの

図書館のコードによって区別される。このようにしてシ

ステムは多少とも開放的になったわけで，いかなる図書

館も一一般目録レコードの終りに必要に応じてローカルな

固有の情報を加えることができるわけである。またMA

RCフォーマットの範囲内で特殊な手続きを開発し，相

互参照，複数巻にわたるもの，呼出記入や表題のコピー

を複数作成する機能などを扱えるようにしている。MA

RCフォーマットによる目録情報の入力作業に関するマ

ニュアルは1972年に出版されている。11）

　単行書の目録システムの実施は3段階にわたっておこ

なわれてきている。1972年1月から8月にわたって，メ

ンバー図書館では収集したすべての単行書について一般

およびローカルな目録データをMARCフォーマットに

したがって作成した。第2段階は1972年9月から始ま

り，BNBとLCのMA．　RCバック・ファイルからMA

RCレコードを引き出して利用することであったσ従来

からつづいているカード目録を維持する、と同時に，コン

ピューター・システムのための完全な入力データを準備

するという2つの作業を並行しておこなうことは，目録

係りの作業量が増加し相当の圧力がかかる結果になった

ことはいうまでもない。しかしこの点に等しては経験を

つむにつれて新しい手続きにもなれ，BNBおよびLC

のレコードを利用できることはむしろ整理業務を省力化

する結果になった。
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　しかし同時に，中央機関で集中的に作られたレコード

を利用することから生じる問題もいくつかあった。その

ひとつはBNB／BLCMP／MARCとLC／MARCとの間の

フォーマットの相違である。BLCMPの基本的な考え方

は，できるかぎりLC／MARCのレコードを利用するが，

同時に特殊な分野，例えば表題，注記などについては

しCレコードをイギリスの目録作業の実際に即して修正

する必要があった。このような問題を検討するととも

に，メンバー図書館間ならびにBLCMPとBNB／LCの

間の目録規則を標準化する必要から，ワーキング・グル

ープが結成され分出記入，数巻からなる資料の取扱い，

相互参照や複本等の問題について解決策を屍い出したV

　このシステムによる目録の出力が本格的に開始された

のは1973年7－8月である。出力の形式としてアストン

大学のためには著者名，分類ならびにタイトルの目録カ

ードを作成し，バーミンガム公共図書館参考部門には冊

子体の著者名目録，同図書館貸出部門には著者名目録，

バーミンガム大学と本プロジェクトのユニオン・カタロ

グのためにはCOMによる著者名目録を作成している。

目録出力の形態については決定に到るまでにかなりの検

討が加えられていて，その経過が報告されて〉・る。12）

　3・音楽資料

　音楽関係の資料はBLCMPにおいては別個に取扱わ

れず，単行書や逐次刊行物と同じシステムでデーダ・ベ

ースに入力し処理されている。楽符やその他の音楽関係

の印刷物，レコードならびにテrプのためのMARCフ

ォーマットに関してはしCのもの13）が詳細にわたって

検討されたδ逐次刊行物の場合と同様にBLCMPで開

発したフォーーマット14）はBNBの単行書のフォーマッ

トと共通する点が多い。

　音楽関係の資料がデーータ・ベースに含まれていること

は，この種の資料に関して利用できる書誌情報が比較的

少ないこと，外国資料の受入れが多いこと，すなわち

LC／BNBのMARCに含まれていない図書やレコード等

の非図書資料が多いこと等の理由から，きわめて利用価

値が高いと考えられる。したがってこのデータ・ベース

の共同利用の将来性はかなり大きいといえよう。

F．　目録システム

　BLCMPにおけるMA、RC協同目録システムは，物理

的に別個の3図書館からの入力を扱っている。したがっ

て資料を受け入れ，目録を作成する場合に，常にその資

料がすでに他のメンバー図書館で所蔵しているかどう

か，したがってユニオン・カタログのデータ・ベースに

含まれているか否かを決定する手段が講じられていなけ

ればならない。

　メンバー図書館で収集した資料はコントロール・ナン

バー（ISBN，：LCナンバー，　BNBナンバー）のあるも

のとないものに分けられる。コントロール・ナンバーの

あるものについてはBNB／LC／MARCのバック・ファイ

ルであるPotential　Requirement　File（PRF）をコンピ

ューターが自動的に検索しBNB／LCレコードがすでに

作られているか否かを調査する。またユニオン・カタロ

グのデータ・ベースについて他のメンバー図書館ですで

に該当資料を受入れ，したがってPRFからBNB／LCレ

コードを引出したか，或いはMARCレコードを本プロ

ジェクトで新たに作成したかを調べる。PRFに該当す

る資料がみつかった場合には，BNB／LC　レコードの完

全なdiagnostic　llstが打ち出される。このリストは

BLCMPの目録係りが検討し，修正すべき点がなにもな

い場合には，次の段階としてローカル・レコードの入力

書式に必要事項を記入する。ユニオン・カタログ・デー

タ・ベースに含まれていた場合には，確認のために短い

著者／タイ　トルが打ち出されそれにつづいてデータ・ベ

ーー Xに蓄積されている主題データも打ち出される。メン

バー図書館としては一般的な書誌情報を一一度だけ照合す

ればよいわけであり，主題データは分類作業と主題索引

の編纂に利用される。コントロール・ナンバーのないも

のについては口底係りに回され，一一般書誌レコードとロ

ーカル・レコードの入力データを完成することになる。

目録作成に先立ってユニオン・カタログを最終的に照合

し他のメンバー図書館ですでに収集しレコードが作成さ

れていないかどうか確認する手続きがとられる。ユニオ

ン・カタログはいずれにしても著者名の典拠ファイルと

して使用されるので，照合手続きをふむことは何ら余分

の労力を必要とするものではないわけである。

　目録の必要条件とフ牙一マットに関する作業の大部分

は，著者名ユニオン・カタログに関するものであった。

これはシステムの第一義的な産物であり，メンバー図書

館の所蔵状況を指示すると同時に，著者名の典拠ファイ

ルとしての機能も果して）・る。これに加えて，各々の図

書館で必要とする目録レコードの明細の決定がおこなわ

れ，最終案がまとめられた。主題別ユニオン・カタログ

の計画は，これがきわめて有用であるにもかかわらず，

現在のところ具体化されていない。というのは，主題に

関する情報を何らかの標準化された形式でメンバー図書

館に配布する労力がきわめて大きいからである。しかし
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ながら，このような目録を作成することは今後の方向と

して必要であり，BLCMPとしてはBNBにおけるPR
ECISの動きをと・くに注目しているのが現状である。

　システムの出力の基本的な形式は編集した磁気テープ

であり，したがって目録の形態についてはかなりの選択

が可能である。例えばバーミンガム大学ではCOMによ

る目録を使用しているが，アストン大学はカード目録を

継続しているし，公共図書館では冊子体の目録を使用し

ている。BLCMPのユニオン・カタログは前述のように

COMで作られている。

IV．　BLCMPのマシン・システム

　MARCに基盤をおいた目録システムを開発し，これ

の維持，再組織編集をおこなうマシン・システムに関

する作業の主要な部分は，システムの定義すなわちシス

テムの記述，ファイルの定義，量とタイミングならびに

システムのフロー・チャートの作成，処理コスト，処理

システムの評価，出力メディアの評価ならびに複写のコ

ストの評価等である。これらの作業はシステム・アナリ

ストとプログラマー一’を含むプロジェクト・チームにより

おこなわれたが，とくに「単行書サブ・グループ」が結

成されコンピュータ・システムとメンバー・…一一図書館の整理

部門との間の相互作用を容易にするために必要な手続き

を考案する任に当った。プロジェクト・チームの各図書

館の代表は，それぞれの図書館におけるインターフェイ

スに責任をもって当った。

　しかしながら最大の問題は，MARCフォーマットに

固有の制約から生じるファイル組織に関連するものであ

った。プロジェクトが開始されたきわめて初期の段階

で，BLCMPのシステムは，書誌情報のデータ・ベース

からMARCフォーマットにより必要なレコードをとり

出せること，このデータ・ベースに対して新たな情報を

つけ加えられることの2つが要求された。したがってシ

ステムはMARCフォーマットおよび内容について適用

性のあるものでなければならなかった。またBLCMPの

データ・ベースの予測される規模がさらにもうひとつの

制約を加える要因であった。このユニオン・カタログ，

データ・ベースは，大規模な公共図書館，大学図書館な

らびに中規模の工科大学図書館の収書状況を反映するこ

とになり，その総量は年間にして約52，000タイトル（こ

れには重複も含まれているが）を上回ることが予想され

た。

　このようなデータをいかに組織するかの方法は処理の

速さと経費を決定することになる。これらの点に留意し

て，BLCMPでは通常と異なったファイル構成の技法を

開発することに決定した。この手法はDISAM（Direct

Indexed　Sequential　Access　Methods）とよばれるが，

その特色はディスクによるレコードの蓄積・検索のディ

’レクト・アクセス法とindexed　sequential法をくみ合

せたものである。これにより蓄積能力を最大限にひろげ

ると同時にアクセス・タイムを最少限におさえ，処理経

費をできるだけ少くしょうとするものである。大規模の

バック・ファイルの検索ならびにアップデートに保つ作

業の処理はとくに速く，このファイルの処理の方法に関

連してBLCMPでおこなった一連の作業は，　MARCレ

コードの利用者にとって少なからず参考になるものと考

えられる。

　BLCMPでローカルに発生したカタログ・データは所

定の入力データ・シートを併用して記入し，これをもと

に紙テープからシステムに入力する。これをMARCフ

ォーマットにそろえて磁気テープにかきこみ，ここから

diagnosticリストを打ち出し目録係でエラー・チェック

をおこなう。目録データはBNB／LC／MARCテープから

も引き出されるわけで，これもまた必要に応じてローカ

ルな情報を加え或いは修正をおこないMARCバック・

ファイルにかきこまれる。MARCレコードは3年間分

が保管されているが，これは先述のように収書に関する

調査の結果決定されたものであり，蓄積の形態はディス

ク・ファイルである。システムの中心的な部分は，ユニ

オン・カタログ・ファイルのメインテナンス・プログラ

ムである。BLCMPでおこなわれた目録作業の結果なら

びにバック・ファイルの検索により発生したレコード

は，いずれもユニオン・カタログ・ファイルに加えられ

るが，ここでもまたレコードの確認，訂正などが目録係

によっておこなわれる。ファイル操作とリスト作成の段

階においてはファイル処理の組織と操作が問題になる

が，BLCMPの出力のリストを作成するプログラムのひ

とつは可変長パラメーターを使用し完全に一般化してい

る。

　システム全体としても他のMARC利用者が使用しう

るように一般的フォーマットで設計されているが1ひと

つのプログラムの背景にある考え方，すなわちプリント

・プログラムに可変長フォーマットを使用していること

は，ライブラリー・ソフトウエアーの一般化の面でひと

つの貢献をなしていると考えられる。事実，バンコック

のアジア工科大学（Asian　Institute　of　Technology）で
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はこのプログラムを利用して，BNB／LC／MARC，オース

トラリアMARCを使用しそれにローカルな情報も加え

たデータ・ベースの開発をおこなっている。なお第1図

はマシン・システムの概略図である。

　ユニオン・カタログのシステム設計がほぼ終了した段

階で，最初の1年間の経費の算出がおこなわれた。プロ

グラムのタイミングと推定ファイル量を利用して，大学

内のICL　1906Aを利用した場合と，商業ベースのデー

タ・センターのIBM　360／40を使用した場合の経費の比

較検討をおこなった。経費だけの面から見ると大学内の

ICLを利用した場合の方が条件がある程度よいようであ

ったが，当時このICL　1906Aの導入が建物の関係から

Caい10εue
dろ沈a
e・一…一一一一・・一・i一一”C＞

量｛ARC

モ窒?ａ七e レ

v

Di，iignos・　t i．e　L　to．“．L．m．．一．．．．1＞

　　　　　Cataloguer

P；’〈．”，H

upda七e

く
£r　om
1．　ltJB／LC

く

PP，　F

r，　一一
Y

［．Ti　n　i．　on

v．pdate

　　　　　　　　牛

　　　　　　　　1

く＿＿＿＿」

一一一一一一一一一一一一一一一ｭ

＼㌔一＿ノノ

アヤ　　コ

L；nlOn

D；　iagnosi． ic
to

一一一■一一t》Cataユ．09uer

A く
fiユe／
f　or　mat

：Lis七

　　　　　　　　　　　　　　　Q一輪臨

場1図バーミンガム図書館協同機械化プPジェクト
　　　　におけるマシン・システムの概略図

一一
@221　一一一



バーミンガム図書館協同機械化プロジェクト（BLCMP）

大幅に遅れていたことと，またこの機械の発注時の機器

構成はその後のシステム開発で必要となった交換可能な

ディスクの能力を持っていない等の問題点があった。し

たがって，バーミンガム市のIBMデータ・センターの

IBM　360／40を使用することが決定された。この機器構

成はBLCMPのシステムにとって理想的なものであり，

経費の点からも有利であることから，現在もこれを利用

している。

V．BLCMPのデータ・ベース

　BNBとLCから毎週出されるMARCテープ儲，い

ずれもBLCMPに蓄積され“Potential　Requirements

File”を構成しているが，このうちBNB／MARCにつ

いては1970年1月から，LC／MARCについては1972

年1月以降のテープである。メンバー図書館は毎週この

ファイルを検索し，新しく受入れた資料のレコードがす

でに作成されているかどうか調査する。かりに作成され

ていた場合には図書館はこのレコードを利用し，受入番

号，注記事項，所蔵に関する情報等このプロジェクトで

必要とするローカルな情報の追加を行なう。またファイ

ルにレコードが含まれていない場合には，BNBあるい

はLCがいずれはこの資料を受入れ目録を作成するであ

ろう，という想定のもとに数週間は検索をつづけるか，

或いはそれを待たずに独自の目録をMARCフォーマッ

トにより作成するかいずれかの方法をとる。とくに資料

がBNBあるいはLCで収集される可能性が低いものに

ついては，後者の手続きをとるのが一般的である。

　BLCMPのユニオン・カタログ・データ・ベースは単

行書，逐次刊行物ならびに楽符，レコード，テープを含

み，1972年1月1日以降にメンバー図書館で受入れた資

料の記録でもある。

A．単行書

　“Potential　Requirements　File”には，1971年以

降のBNBレコードが約8万件，1972年以降のLCレコ

ードが約13万件含まれている。しかしこのほかに，BN

Bの1950～68年分の変換と1699～70年分のMARC
レコードの手直しにより，約40万件以上が，また1950

年以降のLASERファイルの変換の結果として約80万

件のレコードが加わる予定になっている。

　ユニオン・カタログ・デ」タ・ベースには，現在5万

件を上回る単行書の．レコードが入っている。このうちB

NB／LC以外のレコードすなわちメンバー図書館により

MARCフォーマットで作成されたレコードの割合は第

2表のようである。

第2表メンバー図書館が作成したMARC
　　　　フォーマット・レコードの割合

　　アストン大学図書館

　　バーミンガム大学図書館

　　バーミンガム公共図書館貸出部門

　　バーミンガム公共図書館参考部門

なお各図書館の目録のタイトル数は，

　　アストン大学

　　バーミンガム大学図書館

　　バーミンガム公共図書館貸出部門

　　バーミンガム公共図書館参考部門

であり，

図書館の収書状況と一致する。

B．逐次刊行物

34　90

60　90

15　90

25　90

18，　OOO

27，　OOO

20，　OOO

16，　OOO

この数字は1972年1月1日から約1年間の各

　メンバー図書館はいずれもその逐次刊行物の所蔵状況

を機械可読形式に変換する作業をおこない，アストン大

学とバーミンガム大学では殆んど完了し約2万件のレコ

ードがデータ・ベースに蓄積されている。バーミンガム

公共図書館参考蔀門では，その所蔵をアストン大学およ

びバーミンガム大学の所蔵と照合し，共通のものについ

ては単にローカルな情報を加え両大学が所蔵していない

ものについては新たにレコードを作成する作業を進めて

いる。これによりさらに約15，000件が加わることが予

測され，データ・ベースに含まれるタイトル数は35，000

を上回ると考えられている。各図書館のタイ寿ル数は，

アストン大学が3，000タイトル，バーミンガム大学は

18，500タイトル，バーミンガム公共図書館は16，000タ

イトルである。

C．心乱，レコード等

　バーミンガム大学の音楽図書館とバーミンガム公共図

書館の音楽部門は，協力してこのプロジェクトのために

音楽関係の図書，楽符，印刷物，レコード，テープ等を

含むあらゆる種類の資料を処理するためのMA・RCフォ

ーマットを開発した。したがって音楽関係の資料も現在

までのところ単行書や逐次刊行物と同様に入力，処理さ

れている。音楽関係の資料を含んでいることは，この種

の資料についての書誌情報で利用できるものが少いこ

と，外国資料の収集が大きな割合をしめていること，す

なわちLCやBNB／MARCに含まれていないレコード

が多いこと，またテープやレコードをはじめとする非図

・書資料がしめる割合が多いこと等からみても，データ・
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ベースの意義はきわめて大きいといえる。したがって逐

次刊行物の場合にもまして，データ・ベースの協同利用

の可能性はさらに強いと考えられる。1972年1月以降の

収集状況は第3表のようである。

　　　第3表　音楽関係資料の収集状況

単行書　バーミンガム大学図書館　　12，000件

　　　　　バーミンガム公共図書館　　12，000

レコード　バーミンガム大学図書館　　　500

　　　　　バ・…一一ミンガム公共図書館　　　9，000

VI．他の図書館へのサービス

　ユニオン・カタログのデータ・ベースが確立され，目

的の第1段階が達成された時点でのプロジェクトの目標

は，West　Midlands地域の他の図書館に対して各種サ

ービスを提供することである。サ’一ビスの形態として

は，指導助言を与えるサービス，データ・ベース・サー

ビス，地域相互貸借サービスの種類に大別される。従来

からも機械化を計画している図書館に対して任意に指導

をおこない，また助言を与えたり要員の訓練をおこなっ

たりしてきたが，これはさらに組織的にサービスを提供

しようとするものである。

A．　コンサルタント・サービス

　コンピューター・システムの設計やプログラムの作成

は費用のかかる作業であり，このような仕事に能力と経

験を有するスタッフは，費用・効果の点からみても最大

限に活用されるべきである。ライブラリー・システムの

機械化に関連する問題をかかえている図書館は多数ある

が，専任のシステム設計者やプログラマーをおくほどの

余裕がない場合がきわめて多い。またシステム分析や設

計あるいはプログラムの作成に知識をもつライブラリア

ンがいても，さらに或程度の専門家の援助を必要とする

場合も少なくない。このような理由からBLCMPでは

この分野で新しいサービスを開始している。

　すべてのコンサルタント・サーービスは，スタッフの基

本時間経費に旅費，日当と訓練の設定経費を加えたもの

で計算される。基本的なスタッフの時間経費は，システ

ムズ・スタッフは1時間当り2．50ポンド，プログラマ

ーは1時間当り1．60ポンドである。

　1．　システム分析

　BLMCPのプロジェクト・チームの中の4名はシステ

ム分析の専門家であり，1図書館業務の機械化ばかりでな

く図書館活動全船にわたるシステムについてかなりの知

識と経験を有している。これら4名はそれぞれ得意とす

る分野をもっていて，2名は図書館のコンピューター・

システム設計の専門家であり，他の2名は図書館業務の

分析を専門とする図書館の専門職である。サービスの内

容は，単なる指導・助言の提供から詳細にわたるシステ

ムの検討・設計に至るまできわめて幅が広く，またあら

ゆるレベルの図書館システムを扱うことができる6とく

に図書館のハウス・キーピングに関するあらゆる問題に

ついて検討し解決策を見出すことにおいて，プロジェク

トを通してえた多くの経験と実績は，きわめて貴重であ

る。

　2．　プログラム作成

　図書館機械化のためのプログラム作成について一般的

な助言を与えるが，IBMコンピューターを使用する場

合には実際のプログラム作成の捜助もおこなっている。

これには2通りあり，独自の図書館システムを開発した

いと望む場合にはプログラム作成上の助言を与え，一方

BLCMPのパッケージあるいはその一部を利用する場合

にはシステム実施上の援助を提供する。

　3．教育・訓練：

　いかなるコンサルタント・サービスにとっても，基本

的な要素は訓練の提供であろう。BLCMPは対外的サ』

ビスの一環として，図書館業務に対するコンピューター

利用に関して教育あるいは訓練をおこなっている。

B．データ・ベース・サービス

　MARCの基本的な考え方は，各種の書誌的レコー下

を個別に識別しうる要素に分解し，ついできわめて柔軟

性にとんだコンピューター・プログラムによって操作し

ようとするものであり，これは協同目録作成のような協

力体制と完全に合致する考え方といえよう。BLCMPで

は，BNB，　LC，および本プロジェグトでローカルに作ら

れたMARCレコードを利用して，国立図書館や全国書

誌のための目録記述を作成することができると同時に，

公共図書館や学術図書館のための目録記述も作り出すこ

とが可能である。これは個々の利用者がレコードの中で

必要とする部分を正確に規定しさえずれば作成しうるよ

うになっている。

BLCMPでは3つのレベルの目録システムをWest
Midlands地区の他の図書館に対して提供している。一第

1レベルは，現在すでにアストン大学」バsミンガム大

学，バーミンガム公共図書館でおこなわれているシステ

ムである。これはBNBとLCのMARCレコードを利

用し，また特定の資料の目録記述の作成では，完全な協

一一
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力体制をひき，これらのうちのいずれかの図書館で1度

おこなわれるだけである。第2レベルでは，BNBやLC

のレコードを完全に利用するのではなく，どれだけのデ

ー・・一・ ^をシステムに入力するかについての決定に関して利

用者の図書館側により多くの選択の自由を与えている。

経費の面からみると第2レベルのサービスはより安くな

る。第3レベルは，基本的には地域ユニオン・カタログ

の作成に関連してくるが，前者2つのいずれのシステム

にも参加しない図書館の所在を目録中に含めるものであ

る。いずれのサービスに参加するにしても，第1段階と

して可能性をさぐる調査をおこなう必要がある。これに

よりマニュアルによる目録作成手続きを分析し，また必

要と認められればBLCMPのシステム・チームにより

経費の分析調査を実施することも考えられる。とくに第

1レベルのサービスに参加を考慮している図書館にとっ

ては，収書状況を調査する必要がある。可能性調査は，

プロジェクト・チームと当該図書館の館長ならびにスタ

ッフと密接な連絡を保っておこなわれ，通常4～6週間

を要し，最終的に報告書を作成する。ここにもりこまれ

る結論と勧告は，館長がいずれのレベルのサービスに参

加するかの結論を出すために基本的な材料を提供するも

のである。この調査は無料でおこなわれることになって

いる。

　1．第1レベル・サ■一一・一ビス

　これは現在バーミンガム大学図書館，アストン大学図

書館，バーミンガム公共図書館の間におこなわれている

システムであり，メンバー館の完全な協力のもとにBN

BとLCのMARCレコードをできるだけ利用するもの

である。BNB／LC／MARCファイルは3年分が常時維持

されていて，これに含まれている可能性の高い資料を受

入れた場合はISBN，　LCナンバー等のコントu一ル・

ナンバーによって自動的に検索する。求めるレコードが

検索された場合にはこれは自動的にユニオッ・カタログ

・フンイルに移されまたこの目録情報を利鳴して必要な

形態で目録を作成する。この場合に必要な作業は，第2

図に示す所定の記入シート，MON．　L、ブルー・フォー

ムに受入番号，所蔵に関する注記やその他のローカルな

情報を記入し入力するだけである。一万，BNBならび

にLCの目録レコードがない上にシステムに参加してい

る他の図書館でも受入れていない資料については，第3

図のMON．　G．ピンク・フォームを使用して目録を作成

し，さらにローカルな目録情報もあわせて入力すること

になる。したがって，・4ACRを使用している図書館な

らばどこでも利用できる一般的な目録レコードと，個々

の図書館にのみ適用されるローカルなデー、タとの区別に

基盤をおいているといえよう。またMARCレコードの

柔軟性を充分に活用し，きわめて充実した目録から最低

限の記述にとどめた簡単な目録に至るまで，きわめて幅

広く各種の目録をひとつのレコードから作り出すことが

できる。

　このようなシステムを利用するためには，LCとBN

Bの目録作成作業をうけ入れるという前提に立つことは

いう迄もない。前述のように単行書のみならず逐次刊行

物，レコードやテープ，楽符等のあらゆる種類の資料を

含んでいるが，プロジェクト全体としてみた場合にこの

システムは他のいかなる図書館よりも多くの目録レコー

ドを作り出していることになり，データ・ベースとして

の有用性はきわめて大きいと考えられる。

　このシステムに参加する費用は，第4表で示すように

図書館の年間受入れ数によって決定される。

第4表　システムの年間経費と年間経費

　　　　と年間受入数との関連

年間受入数

　5，000タイトル以下』

　10，　OOO

　15，　OOO

　20，　OOO

　2ro，　ooo

　30，000　　　　馬

年間経費

　3，000ポンド以下

　4，　500

　6，　OOO

　7，　500

　9，　OOO

lo，　oroo

この経費の中には，ISBN全国相互貸借計画への自動的

な報告と，地域ユニオン，カタログを毎月1部づっ受領

するサービスが含まれている。この他，目録1枚当りの

経費は第5表のようになる。

第5表　目録1枚当りの経費（単位：ペンス）

目録の作成過程

ラインプリンター

写　　　植

C　O　M

マスター コ　　ピ　一

　1

　1

1／10

　1

1／　60

1／100

目録作成の経費は，目録に含まれるデータの量，目録の

種類　コピー数やカード以外の形式による目録の場合に

はその作成頻度などの諸条件によって決定される。

　2．第2レベル・サービス

　このシステムは第1レベルのようにMARCの基準に

すべて準拠して目録データを作ること，或いはBNBや
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APPENDIX　F　continued．BLCMPMONOGRAPlπS　I．

OCAτ一 ．DATA 、INPUT FO：RM FO：RM MON、 L
NOT
狽盾b

閣　　　Author：

らむC醇
一

1

punched
R＝．

Titユe： 凱¢響
舗・：1

・駅C
i ．＝

Control number M
「（．㌔ノ’

101R 「1 5∠「」 α3「XI
lChange

DC　＝　correct；
code：nニ
@　　　　dニdelete

new； a；add；
11 ル

Library code
「A
Ar、
「1し

Number of　copies
、　盛

Title　added　entry．　designator
」　　’

@Z 〔，
o

曽 ．聖畠畠＿一＿一．
一 一．一

＋008廓．
r

＋go8＊ L ＋008＊ L
嗣

Work　in　progress・designator　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

b b

7

1「

．Loan　availability C
FC 画C

Wants　designator rd
1

d d
r

，SD6cia1 classification de＄ignator e e
re

：旦ow　obtained　code f f
1

f

Department　suggesting j
1
j j 1

Physica1 form k k k
．一

Binding code 1 1 1
一

Specia1 collection　designato：r P
，P

P
Union　catalogue　reporting　code q

一 「一

rq
　

Bibliographical　interest　code r

「．

r 」
｝
．Statistica1 ana1ンsis

7

code s lS S

　　，一一

　一

`ccessio：n number（s） ↓009＊a　　I
IrQ1　、

1’ 546 9 3
轟▼ P ■

Charging number（s）
一Location

＋030・1・a
r（レ
，冒品』」 鉱1

（department， etc，）
r■「」9

Fr

Sequence ＋040＊a
　

Size一

＋050＊a
「傷

Class　number ＋060＊a
『ん 6 9

一 ／

φFeature
heading ＋063＊a

Filing
　　　　　．一『
唐浮?ｆｉ? ＋065＊a

．『

噛 一

Added class ＋070＊a

numbers
F

第2図　LC／BNB／MARCデータにローカル情報を付加するための入力フォt一一一・ム
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　Volume　statement ＋109＊a

＋1ユ。＊a一Uolding8

ｩ．畠

｝ 一

LOCatiOn　nOteS
．≡15・＊a！

一

一．

INotes（descriptive）
土ユ」「｛o：つ．

　

　　　　　　　　　　　　，|

7 一

＋ユ70＊a～Vants

@　　　　　　　　　　　　　　　　　「亀

Order　number
一　　　　　　　　　　　　　　　　　“

Supplier ＋210＊a
一　　　　●u響

lFund
＋230＊a

AIγ10unt　paid ＋240＊a
「

JOint　aCquiSitiOn

Binding　instructions ＋300＊a
一．一

lI ｛・a

　｝一一一

一

胃Local　added　　　　．entrles

@　　7XX
@　　8XX

@　　　　　　　　　　　　　　　　一

．1

一

2旦n三iof　record
・」

Compiled　　　　Date Checked　　　　　　Date Punched　　　　　　Date Verified
＿　　　　　　　一．
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APPEND1［X　F：SPECT1　・1’！”‘．　N　1．TNiTl　PUT．　F（RMS

BLCMP　MONOGRAP．　HS　GEAfERAL　DATA　INPUT　FORM FORM　MON．　G

Control　number M α
1 0疹1 1 1541σ3X「一

Change　code：n二new；　aニadd；c二correct；d；delete 9 几

Date　of　publication a 5
「　　　　　1

、91「7rZ▽位 ▽：「､
Countエツof　public母tion　code b 俵

2

，Intellectual　level　code
d

Form　of　publication　code1 f
1

Gover㎜ent　publication　designator 9

．一

Conference　proceedings　designator h
Literaでy　text／type　of　publication　code 1

Biographical　materiaユcode m
Main斗anguage　code（LEAVE　BLANK　IF　ENGLISH） n． E

一Analytical　record　designator
y，

Type　of　record　code
　　‘

CZn
i

皿3　AND　IND工CA　V　ORS　XJST　B且Cok1Lru　laD　AS　］iUE　QU工R団D　AND　SUBFIELD　DEL工M工tr　．tm　S　AND　C　ODES　GTV76：1

’二anguages 1＋0411「U・＊a @

＋11 M．．Olん．．01「 ＊a B¢m肌α三三 乙めr循es 　

Author
i1xx）

．ごδ一

0ρ色じαこWξ
1　“

⊂二三山15（辻の㈹ 1｝℃（∈ct

ノ　　　　　　M｝　　　　　　　　　」
一

　一

一
lL

M
1＿一　一

tniform　title ＋24C
「

＊皇

．一

Collective　title層 ＋24．3 ［・「a
－r 一

．Title ＋2剣○ ○． ＊a 5L 即 M［ARC 皿c㎜｛ わ　血D砿
純ﾑ℃こ磁田rES 「 肌0几oa伽）鱈 α虻 0αU1Aa
盛 w聡 15に三二肌er媛’、r二日Lc　｝伽

ζ」

’50を醍
．蟷orG．凱

畢’

艪P｛
〆 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮

一

u 一一

Edition
．＋23d ci ＊a

『

一一一

「

Imprint
＋2，戯f Io． ＊a5三三α三三 尭d、 ＝師αr▽『α読　　　　　　　　一
恥εデ5比9 ol 細「煎㎜1㎜レr ρ0． Br1～ぐ▼365　　　一

鯉…畷凱7
　『『@　　　　　　　　　　／　1 16「2工；「＊b ’8LCIMP 耽」．2『

．，ノ Ih 『・1

一　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　」

1．一．．

bollation（vo1ξ；，ぴ）・ 埠・d ＊a 浴D・ ！22 。愛乙 30こm． 尭e 501
．『

第3図　BLCMPシステムで機械可読目録データを作成するための入力フォーム
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MON＿G
1＋4

1 i目　1＊a」，　　　　　　　　　　　　ち

Se　rie8

i4xx；8】α》
一．一

曜

一

一． 7

　

7

　　u

{5目
11巽ol　1旗a　　　」｝

Note8・

i5xx》
一一一．一噤D一

▼

一一 曜

一1

r　　　．

▼

　　1
{6 li｝u＊a
▼　　▼

，

マ

Subject　heading8
i6xx）

@　　　　　　　　　　　晶一

『
▼

＋7｝

1｝　；！1　1＊al　　　　2

Added　entrie8
i7xx》

一

一

Cro88－reference8 ＋glilu＊a　　　　　一　　　一　　　　　　1

F

●　　　，

End　of　record 十 N／L

Compi瓦ed

cate

「Checked　　　　　　Punched　　　　　l　Verified　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　Date　　　　　　　　Date　　　　　　　　　　　　　　　豊

Date
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LCで作成されたMARCレコードをそのまま利用する

ことを希望しない図書館のためのサービスである。コン

ピゴーターによって書誌レコードの各種要素を識別し確

認する方法はMARCと全く同様であるが，目録中にど

の程度まで詳細にわたって記述をもりこむか等の決定

は，すべて利用者である図書館側の判断によるものであ

る。この場合の唯一の制約は，AACRに準拠するとい

うことである。

　新しい資料が受け入れられると，手作業で目録をとり

入力フォームに必要な事項を記入する。このフォームは

データ準備部門でパンチして入力するが，ζの目録作業

が終るまではBLCMPのデータ・ファイルは検索され

ないことになる。出力の形式もまたきわめて柔軟性にと

んだものであり，目録カード，冊子体，あるいはCOMな

ど考えられる。この第2レベルのシステムにおける目録

データは，BLCMPが地域図書館局（Regional　Library

Bureau）のために作成するユニオン・カタログに含まれ

ることが予定されている。もちろん別個のファイルを維

持することが考えられるが，いずれにしてもこの2つの

ファイルをコントロール・ナンバーによって定期的に照’

合し，第2レベルのシステムの図書館の所在もユニオン

・カタログに含まれることになろう。また必要に応じて

第2レベルのレコードをBNBのレコードにつなげる可

能性も考慮されている。同様に，第2レベルの図書館が

所蔵する資料のうちでBLCMPに含まれないものにつ

いては，適当と認められればユニオン・カタログにレコ

ードをかきこむこともできる。

　このサーービスの経費は年間3，000ポンドであるが，こ

の数字は毎年再検討されるもので，ここにあげたのは

1974年度の数字である。この中には，①ISBN相互貸

借プログラムへの自動的報告，②地域ユニオン・カタ

ログの毎月1部つつ配布，　③マイクロ・フィルムによ

る各図書館の目録（著者名と分類）の毎月10部つつ配

布，のサービスを含んでいる。目録のコピー・一…が10部を

こえる場合は，年間15ポンドつつの増加となる。また

マイクロフィルム以外の形式による目録の作成も可能で

あるが，その場合には余分の経費が見込まれる。

　3・第3レベル・サービス

　1973年6月に開催された地域図書館局の年次総会にお

いて，ISBNによる国内相互貸借プログラムに参加する

こと，BLCMPがデータの収集および配布をおこなうこ

とが勧告された。又，BLCMPのユニオン・カタログの

ために集められたデータは，この地域の主要な図書館の

所蔵状況を反映していることから，これの利用も提案さ

れた。データは次の3通りの万法のいずれかによって集

められる。すなわち，．

　（1）機械化目録システムを実施中あるいは計画中の図

書館においては，ISBN／LC／BNBナンバーを目録中に含

むものについては，そのレコードのコピーを各自のフォ

口口 }ットでBLCMPに送付すればここで最低限度のM

ARCフォーマットに変換される。このデータはユニオ

ン・カタログ・データ・ベースにかきこまれ，同時に磁

気テープに蓄積されてか2月ごとにISBNによる国内相

互貸借プログラムに送られる。

　（2）BLCMPの目録サービスのいずれかに参加してい

る図書館については，自動的にユニオン・カタログ・デ

ータ・ベースの維持がおこなわれる。　（1）の場合と同様

に，データは磁気テープに累積されか2事ごとにISBN

国内相互貸借プログラムに送られる。

　（3）BLCMPの目録サービスに参加していない場合，

また機械化システムを実施していない図書館について

は，各図書館が受入れあるいは除籍した資料のISBNを

地域図書館局に報告することにより記録される。報告に

あたっては所定の入力フォームを使用するが，これは

BLCMPに直接送られそこでパンチされる。そしてユニ

オン・カタログ・データ・ベースに加えられ，2ケ月ご

とにISBN国内相互貸借プログラムに送られる。実際に

は，データの統制を効果的におこなうために，BLCMP

がBritish　Libraryとの間の必要な連絡調整をおこなっ

ている。

　このようにして作られたユニオン・カタログはマイク

ロフィルムにとり，年間250ポンドで地域内の他の図書

館も利用できるようになっている。かりにWest　Mid－

lands地域のすべての図書館がBLCMPに参加すればこ

のユニオン・カタログダデータ・ベースは自動的に地区

の相互貸借のトゥールになりうる。しかしながらこれは

必ずしも期待できない面もあるので，相互貸借の目的の

ために別個のシステムを開発することが考えられる。こ

のシステムはイギリス全国を対象とするISBNによる国

内相互貸借プログラムの一一環として考えられるもので，

これに要する開発費はもちろん，年間2，000ポンドと推

定されるコンピューター・サービスのための稼動経費お

よび2，000ポンドに上るシステム維持費もすべてBritish

Libraryが負担する。
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バーミンガム図書館協同機械化プロジェク1・（BLCMP）

おわりに

BLCMPの目的は，中央機関で集中的に作られたMARC

フォーマットによる機械可読形式の書誌レコードを，ロ

ーカルな状況で利用するためのシステムを設計開発し，

さらにこれらのレコードならびに地域で生産されたレコ

ードを利用して，多数の図書館が利用できるような地域

データ・バンクを作りその実用性を評価することであ

る。この目的の前半は現在までにすでに達成され，バー

　ミンガム大学図書館，アストン大学図書館ならびにバー

　ミンガム公共図書館の所蔵する資料のユニオン・カダロ

グ・データ・ベースが1972年1月に設立された。また

MARCフォーマットにより中央機関であるいは地域的

に生産された書誌レコードを利用するためのマシン・シ

ステムが開発され稼動している。プロジェクトは現在，

後半の段階に入り，このようにして確立したユニオン・

カタログ・データ・ベースの利用をWest　Midlands地

域の他の図書館にまで拡大しようというものである。こ

のようなサービスの拡大により，終局的にはBLCMPが

イギリス全土にわたる全国的ネットワークの中の地域セ

ンターとしての調整機能を果すことになることは充分予

測できる。このプロジェクトの特色として，常に現在の

メンバー図書館の必要条件を充足させることを主眼とし

ながらも，．同時にその他のあらゆる種類の図書館のニー

’ドをも盛り込むことができるように，きわめて開放的で，

柔軟性にとんだシステムの開発を第…の優先順位として

いることがあげられる。また現在のメンバー図書館の性

格が，大規模な研究教育図書館，中規模の大学図書館お

よび大きな公共図書館というように，異なったタイプの

図書館を代表していることからも，このプロジェクトの

モヂルケ」スどしての意義は大きい。イギリスにおいて

も，図書館の機械化は個々の機関単位で個別におこなわ

れてきた傾向があるが，不必要な重複をさけ，より効率

のよいネットワークの作成をはかるためにも，このプロ

ジェグトば高く評価されている。データ・バンクの合理

性は，書誌レコードを最大限に利用し，目録の作成ばか

りでなく蔵書の管理や効率のよい相互貸借サービスや各

種の情報サービスの機能が拡大されることにある。事実

このプロジェクトの次の段階として，逐次刊行物の受入

れ，支払い，製本の管理，協同選書・発注システムの開

発等が考慮されている。また，現在このようなプロジエ

・クトの組織と経済性について検討がおこなわれている。

評価の対象は，サービスの対象とすべき地域の範囲，図

書館のグループわけ，標準化の範囲などの諸点に関する

ものが主要な部分になっている。またデータ・ベースに

対するアクセスの方法についても，主題からの接近法と

オン・ラインの技術の利用の両面からの検討がおこなわ

れている。わが国における図書館の機械化は，現在ひと

つの転機に立っていると考えられるが，このプロジェク

トの実績評価の結果もまた多くの示唆にとんでいると思

われる。
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3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）

13）

14）

イギリスでは，図書館相互貸借の目的のために全

国を9つの地域にわけているが，West　Midlands

はその中のひとつでバーミンガム市を含む中西部
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